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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県大田原土木事務所 2008-08-29 ～ 2008-09-02
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砂混じり
シルト
(M-S)

666.47 0.90 1.30

礫混じり
シルト
(M-G)

662.76 3.71 5.01

溶結凝灰
岩
(Wtf)

暗褐

暗
褐

茶
灰

中
位

粘性,含水低位 少量小礫混じる

φ2～100mm程度の亜角礫,角礫混
じる
少量の砂混じりである
1.0m以深,礫の混入が多く砂礫状と
なる
亀裂間隔10～50cm程度で,コアは
棒状コア主体である
亀裂面沿いの汚染は若干認められ
るが密着している
亀裂∠30°～60°程度のものが多
い
3.9m付近の亀裂沿い粘土鉱物を挟
む
下部,角礫を取り込んでいる
岩の硬さは堅硬で上面より比較的
新鮮である
岩級区分はCM～CHクラスに相当
する
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